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犬塚 勉 風景が芸術になる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 10月 12日（土）～ 12月 15日（日） 
川崎市市民ミュージアム  企画展示室 2 

報道発表資料 
2019 年 8月 23 日(金) 

川崎市市民ミュージアム 2019年 10～12月の企画展  
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展示概要 

年譜 

 1949 年 10 月 15 日  犬塚忠次、洋子の四男として川崎市（現在の 
中原区）に生まれる 

1956 年 東京都南多摩郡稲城村（現・稲城市）に転居。多摩丘陵 
と多摩川の自然に囲まれて育つ 

1961 年 東京都立世田谷工業高等学校附属中学校に入学 
1964 年 東京都立世田谷工業高等学校に入学 
1970 年 東京学芸大学に入学 
1974 年 東京学芸大学大学院に進学 
1976 年 東京都町田市立鶴川第二中学校美術科教論として赴任 
1979 年 竹花陽子と結婚 
1980 年 東京都多摩市立北豊ヶ丘小学校図工専任教論として転任。 

北海道での取材をもとに《塗り込められた記憶Ａ》を 
第 48 回独立展に出品して入選する 

1984 年 《ひぐらしの鳴く》第 20 回神奈川展入選 
1985 年 《林の方へ》第１回多摩総合美術展入選 
1986 年 《梅雨の晴れ間》第２回多摩総合美術展入選 
1987 年 《山の暮らし》第１回多摩秀作美術展入選。東京都八王子市立川口小学校図工専任教諭として赴任。同時に、 

多摩の団地から東京都西多摩郡五日市町(現・あきる野市)の養沢に転居。《森の昼食》第 3 回多摩総合美術展佳作。 
《私の夏休み》第 23 回神奈川県展入選 

1988 年 《ブナの森からⅠ》第 4 回多摩総合美術展大賞 
 9 月 23～26 日   谷川連峰赤谷川本谷から平標山へ向かう途中、悪天候のため遭難。 
 エビス大黒ノ頭にて力尽き永眠 

 

《6 月の栗の木の下より》1986 年 アクリル・キャンバス 個人蔵 

犬塚
いぬづか

勉
 つとむ

（1949-1988）は、川崎市に生まれ、豊かな自然の残る西多摩郡
稲城村（現・稲城市）で少年時代を過ごしました。小学校時代に見た三沢
川の光景が描きたいという思いから画家を志し、東京学芸大学に進学。大
学院修了後は、中学校の美術教師をしながら、画家となることを目指して
いました。 

 
しかし、ようやく独自の画風を確立した矢先に、38 歳の短い生涯を谷

川岳で終えています。志半ばながら、犬塚の遺した作品は、遺族によって
大切に保管されました。そして没後 20 年にあたる 2009 年 7 月に NHK の
『日曜美術館』で作品が紹介されると、“犬塚の風景画” は一躍注目され、
いまなお多くの人を魅了し、愛され続けています。 
特定の場所を精密に描いた犬塚の作品は、精緻に再現された風景画でありながら、観る人それぞれの記憶の中に残

るある日の光景を想起させ、懐かしささえ感じさせます。 
 
本展では、犬塚勉の画家としてのはじまりから、画風を確立させた晩年の 5 年間の作品を中心に 100 点を展示し、

画家・犬塚勉の足跡をたどります。また、会期中には東海大学学芸員資格課程の学生と協力したワークショップを行
い、犬塚のさらなる魅力に迫ります。 

《ブナの森を訪れて》1988 年 アクリル・板 個人蔵 
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第 1章 青の時代 
学生時代から写実的な風景画を確立するまでの初期の作品と多摩丘陵を描いた
作品を紹介します。 
 
第 2章 自然を描く 
1984 年 6 月以降の緻密に再現された風景画から、犬塚が愛してやまなかった山
を描いた作品までを展示します。 
 
第 3章 衝撃的な風景を求めて 
切り株、尾瀬、渓谷、ブナ等をモチーフとし、単なる再現ではなく、人の心に響く自然を描こうとした晩年の作品を紹介します。 
 
 
 

① 草の一本一本まで丁寧に描き込まれた作品を間近でご覧いただけます。 
② 開発によって移り変わってしまった郊外の風景や、山を登った人だけが知る世界を見ることができます。 
③ 一人で鑑賞するのとはまた違った視点から作品を鑑賞できる、大学生が企画したワークショップを行います。 
 
 

 

 

■関連上映「山に魅せられた男たち」 
 本展の開催に連携し、当館の収蔵品から、山の壮大な美しさに魅せられた男たちをテーマにした作品を上映します。 
 10 月 12 日（土） 11：00『南米パタゴニア探検 大氷河を行く』、14：00『火まつり』 
 場所：1F 映像ホール／定員：270 名／一般 600 円、65 歳以上・大学生・高校生 500 円、小中学生 400 円 
 （未就学児、障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は無料） 
 
■ギャラリーツアー 
 ①10 月 26 日（土）②12 月 7 日（土）各日 14：00～ 
 場所：2F 企画展示室 2／要観覧券／当日直接会場へ 
 
■みる・きく・えがく 犬塚勉のまなざしに触れる 
 大学生がつくった鑑賞キットをつかって、一緒に犬塚勉の作品を見て、実際に絵を描くワークショップです。 
 ①10 月 27 日（日） ②11月 9 日（土） ③11月 10 日（日）各日 13：00～16：00 
 場所：1F 逍遥展示空間／協力：東海大学／定員：各回 30組／無料／当日直接会場へ 
 
■ベビーカーツアー 
 11 月 21 日（木）11：45～（30 分程度） 
 場所：2F 企画展示室 2／対象：0 歳～未就学児とその保護者／定員：6 組／要観覧券／要事前申込（抽選） 
 ＊申込期間：10 月 1 日（火）～11 月 10 日（日） 
 
■対話型鑑賞ツアー「オシャベリ鑑賞会」 
 11 月 23 日（土・祝）14：00～ 
 場所：2F 企画展示室 2／協力：アート・コミュニケータ東京／定員：20 名／要観覧券／要事前申込（抽選） 
 ＊申込期間：10 月 1 日（火）～11 月 13 日（水） 

展示構成 

見どころ 

関連イベント 

《林の方へ》1985 年 アクリル・板 個人蔵 
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□ 展覧会名 犬塚 勉 風景が芸術になる 
□ 会  期 2019年 10月 12 日（土）～12月 15日（日） 
□ 休 館 日 毎週月曜日（ただし 10月 14 日、11月 4日は開館）、10 月 23日（水）、11月 5日（火） 
□ 開館時間 9：30～17：00（入場は閉館の 30分前まで） 
□ 会  場 川崎市市民ミュージアム 2F 企画展示室 2 
□ 観 覧 料 一般 700 円（560 円）、65歳以上・大学生・高校生 500 円（400円）、中学生以下無料 
       ＊（ ）内は 20 名以上の団体料金 
       ＊障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は無料 
 
□ 主  催 川崎市市民ミュージアム 
□ 協  力 東海大学課程資格教育センター／ 
       教養学部芸術学科 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜川崎市市民ミュージアム 施設概要＞ 

多彩な表情を持つ都市、川崎。川崎市市民ミュージアムは、「都市と人間」という基本テーマを掲げて 1988 年 11 月に開館した、
博物館と美術館の複合文化施設です。 
 

★川崎市市民ミュージアムは、都市・川崎の歩みを示す歴史資料をはじめ、
時代性や社会動向を敏感に反映する大衆芸術、複製技術芸術（漫画・写真・
版画・ポスター・映像など）を、日本で初めて総合的にコレクションする
館として創立されました。現在もその収蔵品数は全国最大級となる約 26
万点を誇ります。 
 
■住所／〒211-0052 神奈川県川崎市中原区等々力 1-2(等々力緑地内) 
■開館時間／ 9:30～17:00（入場は閉館の 30 分前まで） 
■休館日／月曜日(休日の場合は開館)、祝日の翌日(土日・振替休日の場 

合は開館)、振替休日の翌日、年末年始 
■料金／入館・博物館展示室は無料。企画展、アートギャラリー展は 

展覧会によって異なる。 
＊障害者手帳等をお持ちの方およびその介護者は企画展観覧無料。 
＊20名以上の団体でご利用いただく場合、割引有。 

 
■アクセス／JR・東急「武蔵小杉」駅北口 1 番乗り場からバスで約 10 分 

「市民ミュージアム前」下車すぐ 
 

展覧会概要 

《縞リスの食卓》1987 年 アクリル・キャンバス 個人蔵 
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画像の使用を希望される方は、川崎市市民ミュージアム広報担当宛にご連絡ください。 
 
■素材使用に関して 
・今回ご提供する素材の使用は、本展覧会を紹介していただける場合に限ります。展覧会終了後の使用は一
切できません。 

・本プレスリリース内にある画像素材は全てご提供可能です。お気軽に広報担当宛にご連絡ください。 
・トリミング・切り抜きなど画像の加工はご遠慮いただき、キャプション等の文字が画像に被らないように
ご配慮ください。 

・画像を使用する際は、キャプションを必ずご記載ください。 
・記事をご掲載いただいた際には、お手数ですが掲載紙（誌）を 2部当館広報宛にご送付ください。 
 
■展覧会メインビジュアルについて（縦・横） 
下記画像を使用する際は、キャプション明記は必須ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広報用画像 
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【プレスリリースお問い合わせ】川崎市市民ミュージアム  営業・広報担当 石澤 
TEL： 044-754-4500（休館日を除く 9:30～17:00）  FAX： 044-754-4533 

 MAIL： pr_kcm@kawasaki-museum.com 
HP： http://www.kawasaki-museum.jp/ ＊指定管理者：アクティオ・東急コミュニティー共同事業体 
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広報用画像一覧 

《梅雨の晴れ間｠1986年 アクリル・
キャンバス 個人蔵 

《ブナ》1988年 アクリル・
キャンバス 個人蔵 
 

《林の方へ｠1985年 アクリル・
板 個人蔵 
 

《ブナの森を訪れて》1988 年 
アクリル・板 個人蔵 
 

《6月の栗の木の下より｠1986年 
アクリル・キャンバス 個人蔵 
 

《縞リスの食卓｠1987年 アクリル・
キャンバス 個人蔵 
 

《森の昼食》1987 年 アクリル・
キャンバス 多摩信用金庫蔵 
 


